
「たからもの」
ぼくの　いもうとは
みんなと　すこしちがう
左手は　ちょきが　できない
はしるのも　すこしおそい
ぼくは「たいへんだな」とおもう
でも、
いもうとは「へっちゃらよ」とわらう

なんでも　一人でがんばれる
そんな　いもうとは
ぼくの　だいじな　たからもの

（田野小学校　２年　佐山大起）

「大切な言葉」
言葉は、人を笑顔にしたり
仲を深めたり
その場を明るくしたりする

でも、時には
人を傷付けたり
苦しめたり
悲しませたりすることがある

たった一言の言葉で
世界が変わることもある

私は聞いた人が温かくなるような
やさしい言葉を使いたい

（禎瑞小学校　６年　野村翠花）

人権・同和教育講座のご案内
日時　９月20日㈮　19時～20時40分
場所　総合文化会館
内容　�中矢暁美氏による講演「住み慣れた地域で

最後まで自分らしく暮らす」
※�講座の初めに「人権意識を高めるための作品
集」掲載の作文を小学生が朗読します。
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　今回は「人権意識を高めるための作品集」から二つの詩を紹介。
人権とは「人をまるごと受け入れること」。みんな「違い」を持っ
ているのは当たり前ですが、それを認められない人もいます。でも
子どもってすごいですね。人をまるごと受け入れてくれるんです。

人権意識を高めるための作品集
　平成30年度の作品集を市ホームページに掲載。
市内の小・中学生や高校生による作文、
詩、標語が多数紹介されています。

問合せ　市庁舎新館４階　人権擁護課
　　　　℡0897－52－1360

※学校・学年は平成30年度当時のもの

人をまるごと受け入れる
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